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世界ラート競技選手権大会(団体戦)
2023年7月15日に世界ラート競技選手権大会（団体戦）がアメリカ（シカゴ）で開催されました。
出場国は以下の通りです。

シニア：ドイツ、日本、スイス、オーストリア ジュニア：ドイツ、イスラエル、スイス、アメリカ

日本からは5名の選手が出場しました。結果は以下の通りになります。

日本ラート協会
HP：https://www.rhoenrad.jp/

Mail：office@rhoenrad.jp

1位 ドイツ 23ポイント

2位 スイス 21ポイント

3位 日本 17ポイント

4位 オーストリア 12ポイント

1位 ドイツ 23ポイント

2位 イスラエル 22ポイント

3位 スイス 20ポイント

4位 アメリカ 8ポイント

ラウンド 選手名 種目 得点

1 後藤龍一 跳躍 18.35

2 髙橋靖彦 直転 14.775

3 安高啓貴 斜転 11.3

4 堀口文 直転 16.15

5 髙橋靖彦 斜転 15.75

6 山田光穂 直転 15.425

大会結果詳細はこちらから
ご確認いただけます。

【シニア】

【ジュニア】

日本選手団の感想を紹介いたします。

髙橋靖彦 秋田ノーザンハピネッツ

この度は多大なる応援やご支援を賜りましたことに心より御礼
申し上げます。選手団が無事に帰国できたことと、最低限の目標
だったメダル獲得を果たせたことに安堵しております。苦楽を共
にした今回の遠征メンバーにも心から感謝したいと思います。
本遠征を通じ、すっかりコロナ以前の大会の雰囲気に戻ったと
感じました。そして、各国のラート関係者と交流できる機会がとて
も貴重だと再認識しました。このような機会を得られるのは、自分
を、そして日本ラート界を支えてくださる皆様のお陰なのだという
ことを胸に刻み、引き続き精進して参ります。得られたものは可
能な限り還元できるように努めます。今後ともどうぞよろしくお願
いいたします。
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安高啓貴 筑波大学体操部OB

今大会では新しい支援金の仕組みを作り、73名という大変多くの
方からご支援をいただきました。心より御礼申し上げます。
また、金銭的支援のみならず、非常に多くの方から激励の言葉を
いただき、それらが本当に私達選手の力になりました。
ラートはまだまだ知名度が低く、競技人口の少ないスポーツではあ
りますが、縁あって第一線でこうして活動させていただいているこ
とを改めて誇りに思いました。
今後も少しでも多くの方にラートを知ってもらい、そして楽しんでい
ただけるよう、活動を続けてまいります。
皆様、引き続きラートを一緒に盛り上げていくべく、ご支援、ご協力
を賜りたく、よろしくお願いいたします。

山田 光穂 筑波大学OBOG

春から社会人となり、社会人として迎える初めての世界大会とな
りました。新しい環境の中、また研修場所が遠地かつ転々としてし
まい、大会まで果たしてやり抜くことが出来るのか、不安な気持ち
が大きくありました。練習環境の確保、コンディションの調整など、
想像以上の大変さで挫けそうな時もありましたが、多くの方に助け
られサポートしていただき、ここまで辿り着けたと感じます。心より
感謝申し上げます。
世界トップレベルの方々と一緒に日本代表メンバーとして世界に
挑めたこと、大変光栄でした。最終演技者としての緊張感も並なら
ぬもので、満足しきれる演技とは言い切れませんでしたが、今ある
全てを出し切れた演技だったと思います。
今大会にあたり、支援金を通じて多くの方からもご支援いただき、
そういった皆様の応援が非常に力になりました。ご支援、ご声援く
ださいました皆様に改めて感謝申し上げます。ありがとうございま
した。

堀口文 筑波大学・山梨大学

大会までの間、なかなか練習できない時期もありましたが、本
番では無事に演技を通すことができました。ルールが変わり、さ
らに他国の台頭も著しい中、メダルを獲得できてほっとしていま
す。
また個人的なことではありますが、今大会で10回目の世界大

会でした。これだけ長く競技を続けられているのは、いつも応援
してくださる皆様のお陰です。今後ともよろしくお願いいたします。

最後に、日本代表団の今大会への参加に際しましてご支援ご
声援いただいた皆様、本当にありがとうございました。
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後藤 龍一

新潟大学リズム体操部OB

初参加のチームカップとなりましたが、日本チー
ムメンバーや皆様のご声援やサポートにより銅メ
ダルを獲得することができました。応援ありがとう
ございました。この経験を次に繋げることができ
るよう精一杯頑張ります。今後ともよろしくお願い
します。

また、現地では渡辺勝さん、星野雅子さんのお二人にサポートしていただきました。
ありがとうございました。

伹馬絵美子（国際審判員）

選手やコーチとともに貴重な時間を過ごすことができ、充実した一週間でした。応援してくださった皆
様、本当にありがとうございました。
国際審判は今回が初体験、そして採点規則が大きく変更と不安が尽きなかったのですが、
IRV技術委員やベテラン審判の方々にサポートしていただき、無事審判員を務めることができました。
現在、日本にいながらオンラインで国際審判講習や試験に参加することができます。また、オンライ
ン競技会で審判経験を積むこともできます。採点規則に興味のある方は、ぜひエントリーしてみてくだ
さい。新たなラートの輪が広がることと思います。
今後、日本からも多くの国際審判員が誕生するよう願っています。

星野崇（コーチ）
ご支援応援頂いた皆様ありがとうございました。私は主に選手達の渡米や生活面のサポートを行い
ました。選手達が日々の練習の成果を発表する場である様に、私には「語学」の成果を発揮する場で
した。初めて経験する世界大会でしたが、活気溢れる代表団に参加出来たことを嬉しく思います。選
手や審判から離れて5年以上経過しており試合観戦も久々。同年代の社会人メンバーが選手やサ
ポーターとして努力している姿は眩しく、焦りに似た何かが込み上げてきます。元気と活力を得られる
素敵なチームの一員になれたことに改めて感謝致します。

安高理沙（デリゲーションリーダー、コーチ）
昨年の世界選手権にてコーチを務め、引き続き今大会ではデリゲーションリーダー兼コーチとして、
日本代表選手団をサポートさせていただきました。今大会から競技規則が大幅に変更となったことに
より新ルールを勉強し、またその上で各国の出場選手の新しい演技を間近でみることができ、とても
大きな学びとなりました。レベルの高い演技が繰り広げられる中、選手達が銅メダルを獲得したことが
とても嬉しく、コーチとして携わることができたことに大変喜びを感じております。
また、今般日本代表選手団への支援金を募る活動にも積極的に携わり、返礼品としてお渡しする
グッズのデザインや申込フォームの作成・運用などを担当しました。多くの方からご支援をいただくこ
とができ、皆様お一人お一人の応援が日本代表選手団全員の強い励みとなりました。この場をお借り
して支援者の皆様、および応援してくださった皆様に心より感謝申し上げます。来年の世界選手権に
向け選手達は練習に邁進しておりますので、また次回大会の際も引き続き日本代表選手団を応援し
ていただけますと幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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事務局便り

支援のお礼 日本ラート協会会長 大塚 隆

2023 World Team Championship 日本代表選手団にご支援いただいた皆さまに心より感謝
申し上げます。70名を超える方々からお預かりした支援金は、日本代表選手団の遠征費用
の補助として使用させていただきます。

この大会を前に、選手団から「支援していただいた方々に、ラートグッズをお礼としてお渡
ししたい」という提案がありました。今回が初めての試みです。皆さんの身近なところに「ラー
ト」が存在することで、さらにラートの輪が広がることを期待するとともに、応援されるスポー
ツとなれるよう更なる努力を続けてまいります。引き続き、ご支援ご協力の程、よろしくお願
いいたします。

最後になりましたが、日本選手団の皆さんお疲れ様でした。また、本大会にご協力いただ
いたすべての皆さまにお礼を申し上げます。

この度、2023年世界ラート競技選手権大会（団体戦）日本代表選手団のために、あ
たたかいご支援を賜りましてありがとうございました。ここにお礼申し上げます。

今回は従来どおりの支援金（返礼品無しコース）に加えて、初めての試みとして代表
選手団オリジナルグッズを返礼品としてお選びいただけるコースを設けておりました。
その結果、例年以上に多くの方にご賛同いただくことができ、寄付金の総額は
878,000円にも上りました。支援金は選手の渡航費等に使用させていただきます。

皆様からの多大なるご支援に心より感謝申し上げます



6月17日に世界ラート競技選手権大会（団体戦）日本代表選手団壮行会が開催されました。
会場の港区スポーツセンターには約100人の観客が集まり、代表選手5名による迫力のある演技に
熱い視線が送られました。また、演技終了後のセレモニーでは、子どもたちから選手らに質問を投げか
けるなど、代表選手たちとの交流も行われました。
本壮行会開催にあたり多大なるご協力を賜りましたKissポート財団様に心より御礼申し上げます。

日付 イベント名 会場

8月10∼13日
秋田ラートマスターズ2023
ラート実技講習会

秋田県秋田市
秋田中央シルバーエリア運動広場

8月26.27日 第18回全日本学生ラート競技選手権大会
茨城県つくば市
谷田部総合体育館

8月28.29日 夏季ラート実技講習会（学生対象）
茨城県つくば市
谷田部総合体育館

9月3日 採点規則講習会（9月開催） オンライン

9月9.10日 夏季ラート実技講習会（一般対象）
千葉県立
手賀の丘青少年自然の家

9月18日 目指せ名人!第8回ジュニアラート大会
東京都港区
港区スポーツセンター

11月ごろ 採点規則講習会（11月開催） 未定

12月16.17日 第27回全日本ラート競技選手権大会
茨城県つくば市
つくばカピオアリーナ

3月9.10日 春季ラート実技講習会（一般対象）
千葉県立
手賀の丘青少年自然の家

詳細は日本ラート協会HPで随時更新していきます。ご確認ください。
一般講習会の詳細はこちら(申し込み締切：8/15)
ジュニア大会の詳細はこちら(申し込み締切：8/18)

編集後記
ラートイベント盛りだくさんの夏を迎えました。チームカップのオンライン観戦、マスターズ、インカレ、一
般講習会、ジュニア大会…。嬉しいことに大忙しです。全国各地のラート愛好者の皆様にお会いできるこ
とを楽しみにしております！

編集：安部夏月

https://www.rhoenrad.jp/notice/6521
https://sites.google.com/view/ratomeijin

